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2008年度夏学期　生命科学試験解答解説
生命科学シケ対　只野

注意
この解答解説はシケ対の只野が作ったものなので、模範解答とは言えないと思います。また、間違いを部分もあるかもしれません。あらかじめご了承ください。
解説というより追加情報のようなものになっています。
問1

（1）

解答：図の5
解説：1さんのY性染色体を受け継ぐのは1さんの息子、更にその息子、更にその息子・・・

となるので、5さんしかいない。

ヒトを含む大部分の哺乳類の性別はX染色体とY染色体によって決まる。性染色体は細胞核の中に2本含まれ、この組み合わせがXXだと雌（女）、XYだと雄（男）になる。（YYは無い）

子には雌雄の性染色体が1本ずつ受け継がれるが、（一般的に）母方の性染色体はXしかないので、父方の性染色体がXなら子は雌、Yなら雄になる。
（2）
解答：図の4，7，11，15，20，24

解説：ミトコンドリアは母性遺伝なので2さんのミトコンドリアを受け継ぐのは2さんの娘、更にその娘、更にその娘・・・

となるので4さん，7さん，11さん，15さん，20さん，24さんとなる。

精子内のミトコンドリアは受精後に破壊されてしまうようです。
（3）

解答：違いのあるヌクレオチドをAとすると、
· Aがアミノ酸指定配列（エキソン）に含まれる

· 更にAの違いによって異なるアミノ酸がコードされる

· 更にこのアミノ酸の違いにより、異なる性質のタンパク質が作られる

解説略

問2

解答：原核生物のmＲＮＡには5´非翻訳領域にリボソームが結合するための塩基配列があり、ここからリボソームがmＲＮＡのコードを読み始める。

真核生物のmＲＮＡには5´末端にキャップ構造があり、タンパク質を介してリボソームが結合し、mＲＮＡのコードを読み始める。
解説略
問3

（1）

解答：O2はミトコンドリア内膜でクエン酸回路によってできたNADHを使い、水素イオン濃度の勾配を作る反応で消費される。

（2）

解答：CO2はミトコンドリア内でクエン酸回路によりNADHを生成する過程で発生する。
（3）
解答：NADHを生成する過程でATPを生成、CO2を発生させ、このNADHとO2を使うことで水素イオンの濃度差を作り出す。この濃度差を使うことで更にATPが生成される。
解説：グルコースは解糖系（細胞質内）→クエン酸回路（ミトコンドリア内）→ミトコンドリアの呼吸鎖（ミトコンドリア内膜）と分解され、生成したNADHはO2などによって分解される。
この過程でグルコース1分子あたり38分子のATPが生成される。
問4

解答：同じ温度の下で酵素が温度やpHなどにより失活せず、十分時間が経って反応が平衡状態になったとき。または酵素が十分量あり、基質を加えてから同時間が経ったとき。
解説：酵素が失活すると反応が進まなくなるので、酵素は失活しない条件になる。
反応が平衡状態になったとき、同じ温度なら気質と生成物の比は一定になるので、基質の初濃度が二倍になると生成物の濃度も二倍になる。

また、酵素が十分大量にあれば（基質が十分少量なら）反応初速度は基質の初濃度に比例すると見なせる。
